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南
阿
蘇
に
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
オ
ー
プ
ン

郡
の
医
師
会
で
は
、か
か
り

つ
け
の
医
師
の
指
示
の
も
と
に
、

ご
自
宅
を
訪
問
し
て
看
署蔭
す
る
、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン
を
自

水
村
に
設
立
し
ま
し
た
。七
十

歳
以
上
の
方
や
重
度
障
害
、精

神
障
害
の
方
な
ど
、
医
師
が
必

要
と
認
め
た
場
合
に
訪
問
看
護

を
受
け
ら
れ
ま
す
。利
用
料
金

は

一
回
二
百
五
十
円
（病
状
に

よ
り
週
三
回
ま
で
）
詳
し
い
こ

と
は
、か
か
り
つ
け
の
医
師
か

南
部
訪
間
看
護
ス
テ
ー
シ
ヨ
ン

に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

８
２

・
９
０
９
７
番

白
水
村
　
吉
田

絵
画

「砂

漠

の

子
」
　

　

松
本
　
　
透

木
エ
ク
ラ
フ
ト
　
吉
村
　
裕
明

竹
　
細
　
工
　
　
津
留
　
義
元

V
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革 工 芸   山田 良典

芸術の秋  匠の技
本言志の上記サブタイ トルの中の「風」は文化を意味して

います。本町には文化と芸術性溢れる絵画家や工芸家がた

くさんおられます。その人達が10月 21日 から3日間、国民

体暇村のセン トラルロッジで「高森アー ト&ハ ン ドクラフ

ト」と題した作品展を開きました。訪れた人たちは作品の

芸術性と技術の高さに見入つていました。

人□の動き
(10月 1日 現在)

世帯数 2,532(+5)
男  3,922(+6)
女  4,244(+5)

総 数 8,166(+11)

匠かもらldコ書館]をご存知飽すか?
障害をもつ子も、もたない子も、ともに仲良く楽しく遊び、

またいろいろな悩みを持つお母さんたちが、本音で語 り合える

人と人との 「ふれあいの場」です。 t 
｀`

私たち阿蘇にも一日も早く、このふれあいの場を作ろうと計

画しています。皆さんの協力をお願いします。

★ 募集 しています ★

■「おもちゃ図書館」の設立と運営に協力していただける方

(障害をもつ子のお父さん お母さんなど)

■「おもちゃ図書館」の活動を支えて下さる方

(障害児と楽 しく遊んでいただける方など)

連絡先・問い合わせ …阿蘇保健所  母子保健係

壼1 0967-32-0535ま でどうぞ。 .

この制度は高速道路などの有料道路の通行料金が割引される

ものです。これまで、肢体不自由の方が自ら運転する場合に限

られていた、割引制度の適用範囲が広が りました。

◆全ての身体障害者が、自ら車を運転する場合

◆ 1種の身体障害者、重度の精神薄弱者を乗せて介護者が運転

する場合

この割引制度を利用するには、身体障害者手帳、運転免許証

(本人及び介護者)、 登録する車の車検証、印鑑を持参して、役

場での手続が必要です。

82-1111 町民福祉係

陶
　
人
　
形

　

谷
口
　
廣
子

造
形
美
術
「光
と
風
に
向
か
っ
て
」

谷
口
　
真
澄

●  ●

●●

先
に
公
募
し
た
高
森
温
泉
館
従

業
員

（パ
ー
ト
）
が
決
定
し
、
十

一
月

一
日
付
け
で
辞
令
を
交
付
し

ま
し
た
。

■
総

〈口
　
職

本
田
信

一
郎

（高
森
三
二
六
六
）

後
藤
　
美
香

（上
色
見
六
七
九
）

渡
邊
　
美
也

（上
色
見
四
〇
七
）

中
川
　
　
裕

（高
森

一
二
八

一
）

■
館
内
整
理
職

相
良
　
亮

一
（高
森

一
〇
三
二
の
三
）

村
山
　
義
則
（高
森

一
一
八
二
の
二
）

徳
丸
ケ
イ
子

（上
色
見
二
〇
四

一

の
二
）

住
吉
せ
き
子

（色
見
二
六
五
六
）

杉
本
　
夏
子
（高
森

一
八
四
〇
の
一
）

▼
朝
晩
冷
え
込
ん
で
ま
い
り
ま
し

た
。皆
さ
ん
。
体
調
は
如
何
で
し
ょ

う
か
？
風
な
ど
を
ひ
か
れ
な
い
よ

う
に
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
今
月
の
お
も
な
行
事

二
日
～
三
日
町
民
文
化
祭
　
一二
日

町
民
音
楽
祭
　
六
日
～
十
三
日
大

阿
蘇
絵
画
展
　
十
日
高
森
温
泉
館

落
成
式
　
十
三
日
町
民
体
育
祭
と

目
白
押
し
と
い
っ
た
感
じ
で
す
。

次
号
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

おめで

山辺 大輔ちゃん 晋 輔

(下 町)8・ 25生  峰

岩下 祐介ちゃん 鎌 二

(山 鳥)8・ 27生  淳 子

三森 結衣ちゃん 信 二

(旭 通)8・ 31生: 美 加

楢木野聖城ちゃん 政 治

(横 町)9・ 17生 洋 子

田代 祐花ちゃん 靖 人

(昭 和)9・ 13生 郁 子

甲斐  広ちゃん 正 一

(菅 山)9・ 20生  利 子

(暑傷洛撃謳原で野景 9・ 5

(権 異羹轟綺
・
欝 9・ 26

(曽戻思票琴  蔦
山

不

°

日
栃

曇  9・
27

(住所) (御遺族)(死 亡者)(年齢 )

高 森 塚本 保雄 塚本 留恵 82
矢津田 岩下 末任 岩下ツルヨ 65
高 森 岩下ツネ子 岩下佐々喜 87
高 森 楢木野瑳紀子 楢木野シヅ 101

の 灯

さんの長男

さんの長女

さんの長女

(敬称略)

大和撲三

白石君子

六

ヽ んの長男

六

ヽ ん の長男

二 男

(敬称略)

い ま

(19949月 受付分)

さんの

お<やみ
もうしあげます

赤 ち ゃ ん
たんじょう

すえなが<
お幸せに

した(敬称略)

楢木野瑳紀子

高
森
町
民
憲
章

一　
水
と
緑
と
上
の
に
お
い
い
っ

ぱ
い
の
住
み
よ
い
町
に
し
ま

す
。

二

伝
統
を
重
ん
じ
、
文
化
の
薫

る
潤
い
の
あ
る
町
に
し
ま
す
。

三

老
人
を
大
切
に
し
、
子
供
の

夢
を
育
て
幸
せ
な
町
に
し
ま

す
。

四

勤
労
を
尊
び
、
産
業
を
振
興

し
活
力
あ
る
町
に
し
ま
す
。

五

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
心
身

を
き
た
え
健
全
な
町
に
し
ま

す
。

編

集

後

記

高

森

温

泉

館

職
員
（パ
ー
ト
）決
ま
る

■発行/高森町役場 ■編集/総務課 〒86916・ 熊本県阿蘇郡高森町大字高森2168番地 80%76-2-1111・ FAX 2-1174
(16)

【
Ｕ

カ

l

=

０
・

染
　
色
　
工
　
芸

吉
村
　
美
子

｀
蟄露

ヨ
〓２

くやみ

圏 園



鼈鮒,フ000

高森には夏から秋にかけて、たくさんの祭 りが開催 されます。

今年も10月 から11月 初めにかけて、各地区の神社では秋祭りが行われ

ました。高森町内に神が祀 られている神社や天満官は32カ 所もあります。

それぞれの神社や祭 りの 「いわれ」や 「かたち」には違いがあり、延々

と伝え育まれた偉大な文化を感じることができます。

町
な

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会

保
険
に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
十

一
月
二
十
五
日
（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

法
　
律

（無
料
）

本
町
出
身
の
弁
護
士
、
津
留
清

さ
ん
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
が
行

わ
れ
ま
す
。
■
十

一
月
十
九
日
（土
）

午
後

一
時
か
ら
三
時
ま
で

■
高
森
中
央
公
民
館

（昭
和
）

生
活
面
や
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
ご

と
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
　
Ｈ
月
２２
日

（火
）

９
時
半
か
ら
１２
時

■
と
こ
ろ
　
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

三
階
の
中
会
議
室

■
相
談
員
　
県
の
母
子
相
談
員

検

察

審

査

会

交
通
事
故
、
詐
欺
、
お
ど
し
な

ど
の
犯
罪
の
被
害
に
あ

っ
た
が
、

検
察
官
が
起
訴
し
な
い
な
ど
の
不

満
を
お
持
ち
の
方
は
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
８
０
９
６

・
３
２
５

・
２

１
２
１
　
熊
本
検
察
審
査
会

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防

本
部
で
は
、
救
急
法
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
す
。
突
発
的
に
起
こ
っ

た
ケ
ガ
や
病
気
な
ど
の
早
期
の
対

応
に
役
立
ち
、
貴
い
命
が
救
わ
れ

る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
（定
員
三

十
名
）

一
日
間
の
受
講
で
、
講
習

効
果
確
認
後
に
三
年
間
有
効
の
修

了
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
詳
し
い

問
い
合
わ
せ
と
申
し
込
み
は
、
消

防
本
部
警
防
係
　
８
０
９
６
７

・

３
４

・
０
０
２
４
ま
で
ど
う
ぞ
。

■
講
習
日
時
　
Ｈ
月
２７
日

（日
）

午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
ま
で

■
講
習
会
場
　
長
陽
村
中
央
公
民

館

（長
陽
村
役
場
横
）

ノ

尾
下
菅
原
神
社
秋
祭
り

同
神
社
は
大
字
尾
下
の
多
々
野
に
あ
る
天

神
社
で
、
昔
火
災
に
遭
い
、
昭
和
四
十
六
年

に
改
築
さ
れ
ま
し
た
っ
菅
原
道
真
、
国
常
立

命
、
天
宇
受
女
命
が
祀
ら
れ
て
お
り
、
県
の

無
形
民
族
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
、
尾

下
の
獅
子
舞
が
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
十
月
三
日
に
祭
り
が
行
わ
れ
、
こ

の
獅
子
舞
い
を
受
け
継
い
で
い
こ
う
と
、
小

学
生
の
子
ど
も
た
ち
も
こ
の
日
の
た
め
に
練

習
を
積
み
重
ね
て
披
露
し
ま
し
た
。

母

子

・
寡

婦

大
字
高
森

。
村
山

住
　
士
口
　
久
美
子
　
さ

ん

ｍ

野
尻
川
上
神
社
秋
祭
り

大
字
野
尻
の
川
上
に
あ
る
同
神
社
は
、
仲

哀
天
皇
、
應
神
天
皇
、
神
功
皇
后
な
ど
が
祀

ら
れ
て
お
り
、
今
の
大
字
津
留
の
官
園
に
あ

っ
た
野
尻
社
と
元
来
の
川
上
社
を
合
わ
せ
て
、

川
上
神
社
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

十
月
二
十
九
日
の
秋
祭
り
で
は
、
獅
子
舞

い
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
明
治
三

十
七
年
に
大
分
県
か
ら
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、

一
時
期
後
継
者
が
不
足
し
て
い
た
も
の
を
、

大
字
津
留
と
野
尻
が

一
体
と
な
り
保
存
会
を

組
織
し
て
、
昨
年
か
ら
復
活
さ
せ
た
も
の
で

す
。
こ
の
日
は
大
人
四
十
人
、
野
尻
小
三
十

人
の
子
供
達
が
夜
遅
く
ま
で
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
、
観
客
を
わ
か
せ
ま
し
た
。

●  ●

●   ●

9月 2日 から南阿蘇勤労青年団の北海
道研修に参加しました。スケールの大き
さ、景色、人、空気…何もかもに感激し
ました。この研修では観光が主体ではな
く、民泊研修できたことが良かったと思
いました。帰る時はお世話になった民泊
の方たちとお別れするのがとっても寂し
かったです。

自分の家の仕事だからといって甘える
ことはできません。つらいこともありま
すが、や りがいもあります。私はスポー
ツが大好きです。休みなどに体を鍛錬す
るスポーツジムが欲しいと思います。こ
れからも何にでも取り組み、挑戦 して、
自分を高める努力をしていきたいと思っ

ています。

このコーナーに登場する方を募集しています。町内

在住で誠意をもって仕事をしている若い者。自薦、

他薦は問いませんので応募ください。

(15)

男女共同参画型社会推進フォーラム

z笏窺レタ'ノ
ラス露ン

社会の平等な構成員である男女が、性別を超えて ともに

語 り合い、あらゆる分野に参画できる、豊かで暮 らしやす

い地域づ くりをめざして、男女共同参画型社会推進フォー

ラムが開催 されます。入場無料です。ふるって参加 ください。

■講   師 西沢江美子 「農村婦人の役割 と家族関係」

■と   き 11月 22日 (火)午後 1時から

■と こ ろ 阿蘇 白雲山荘 (阿蘇町赤水 )

■問い合わせ 県阿蘇事務所福祉課 0967-22-1111

500万 円以 上

色
見
熊
野
座
神
社
秋
祭
り

色
見
熊
野
座
神
社
は
、大
字
色
見
の
井
上

。

山
鳥
部
落
入
り
口
に
あ
り
、
伊
弊
諾
命
、
伊

弊
再
命
、
石
君
大
将
軍

（阿
蘇
の
大
神
の
荒

御
魂
）
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
享
保
七
年

（
一

七
三
二
）
に
建
立
さ
れ
、
享
保
十
二
年
に
社

殿
全
部
を
流
出
し
た
り
、
昭
和
二
十
八
年
の

六

。
二
六
な
ど
の
水
害
で
も
大
き
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十

一
年
に
道
路
北

側
の
現
在
地
に
復
旧
さ
れ
ま
し
た
。

十
月
二
十
日
の
同
神
社
の
秋
祭
り
で
は
、

神
楽
や
官
相
撲
の
奉
納
が
あ
り
ま
し
た
。

(2)

年

△
コに

救
急
法
講

習
会

プロフィール

☆‖音ヽ 業

☆趣 味

★星 座

☆血液型

コンビニエンス・ストアーA&S
スポーツ、ドライブ、音楽鑑賞

おひつ じ座

0型

入 札 結 果12 12
月
11

日
18

※都合により変更になる場合がありますので、テレホン

サービスでお確かめください。   (42,-2222)

前

年

で

午

ら

ま

は

か

時

療

時

５

診

９
後

「
月
１３
日

１１
月
２０

日

１１

月

２３

日

１１

月

２７

日

１２

月

４

日

月

藤

本

医

院

富
０
０
０
２
０

平

田

医

院

８
０
０
２
１
６

馬
原
内
科
医
院

な
②
０
６
４
６

東

　
医
　
院

富
②
０
３
０
９

中

村

医

院

８
０
２
３
３
３

立

野

病

院

富
０
０
１
１
１

寺

崎

医

院

富
②
０
３
７
８

工   事   名 工    期 金額 (円 ) 請負業者 名

高森束中へき地教員宿舎新築工事A棟 10/1～ 7/2/28 21.115,000 m古 寺工務店

高森東中へき地教員宿舎新築工事 B棟 10/1^‐ 7/2/28 21.630,000 巾勝 木 11務 店

高森町水 の資料館新築工事 10/1^7/2/28 43,363,000 輛安方工務店

高森町水 の資料館機械設備 工 事 10/1^レ 7/2/28 10,506.000 開藤本 1■

十:Fチ 」
‐
也|ス_ltlLヤ |::(た 111itlll 11.|「 10/27^7/1/20 7,869,200 西田建設株式 会社

柿迫(2)地 区農地災害等災害復1日 ri事 10/27～ 12/25 6,252,100 哺佐藤建設
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町英語講師

ビクター・バルゲンティーさん

剣道 初段 に合格
本町英語講師のビクター・バルゲン

ティーさんは日本文化に興味をひかれ

て、色々な活動に積極的に参加 してい

ます。日森に来てから剣道を始め、熱

心な練習が実を結び、10月 8日 に行わ

れた剣道昇段審査で見事、初段に合格

しました。今後も練習に励みたいと話

されていました。

扇暫ク̀|)雰各種大会で大健闘
高森少年剣道クラブでは、心と体を

鍛えながら、 日々の練習に頑張ってい

ます。 8月 からの各種大会の結果が届

きましたので紹介します。

■ 8月 19日  阿蘇南部地区少年体育大

会□団体準優勝 (高木陽一郎、木村勇

太、安方揮一朗、植田智美、三森真仁)

□個人の部▽優勝 植田智美 (小 6女 )

植田雄貴 (小 3男 以下)▽準優勝 安

方揮一朗 (小 5男 )木津京三 (小 3男

以下)▽ 3位 木村勇太 (小 4男 )宗
方裕二 山田一貴 (小 3男 以下)

■ 9月 4日  青雲橋剣道錬成大会□個

人の部▽準優勝 安方揮一朗 (小 5)

▽ 3位 安方裕二 (小 3)

■ 9月 23日  豊肥剣道大会□個人の部

▽準優勝 木村勇太 (小 4男 )木津京

三 (小 2男 )▽ 3位 安方裕二 (小 3

男)

老
人
連
合
会
グ

ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
　
十
月
十

三
日

阿
蘇
い
こ
い
の
村
で
開
催
さ
れ

た
郡
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
本
町
老
人

ク
ラ
ブ
が
男
子
団
体
優
勝
し
ま
し

た
。
こ
の
大
会
に
は
郡
全
体
か
ら

二
百
八
名
が
参
加
。
本
町
か
ら
も

男
女
各
八
名
が
参
加
し
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
個
人
戦

で
は
佐
藤
徹
さ
ん
が
二
位
受
賞
と

健
闘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ

に
先
だ

っ
て
開
催
さ
れ
た
九
月
二

十
七
日
の
第

一
回
の
町
の
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
で
は
次
の
方
々

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

■
優
勝
　
甲
斐
昭

一　

■
準
優
勝

田
上
　
来
　
■
三
位
　
下
田
重
子

一
億
六
千
五
十
六
万

三
千
円
を
増
額

平
成
六
年
度

一
般
会
計
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ

一
億
六
千
五
十
六
万
三
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
五
十
六
億
四
千
四
百
十
六

万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
温
泉
館
建
設
に
伴
う
管

理
費
に
三
千
五
百
三
十
七
万
八
千

円
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、
誘
致
工

業
用
地
取
得
及
び
用
地
造
成
事
業

特
別
会
計

へ
三
千
九
十

一
万
五
千

円
が
繰
り
出
さ
れ
、
ま
た
、
老
人

福
祉
費
の
湯
の
里
荘
改
築
負
担
金

と
し
て
三
千
五
百
三
十
五
万
円
が

支
出
さ
れ
る
こ
と
な
ど
で
す
。

そ
の
他
可
決
さ
れ
た
も
の

■
平
成
五
年
度
町
の
各
会
計
歳
入

歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

（次
ペ
ー
ジ
に
記
事
掲
載
）

議 会 だ よ り

子 ども会や運動クラブなど5人以上の団体であれば、加入できます。

加入 して、万一のケガや突然死などの事故に備えましょう。

掛け金は一人年額で子どもと文化活動が400円 。 般́は1300円 、 (老

人クラブ団体は600円 )で補償は事故死亡が一般で2000万 円、一般の入

院給付金 1日 4000円 、通院が 1日 1500円 などです。

詳 しいことは8096385-6333 スポーツ安全協会 熊本県支部まで

おたずねください。

(14)

●  ●

●   ●

■
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整

備
計
画
、
町
道
社
倉
、
蔵
地
線
の

二
千
百
屑
の
改
良
舗
装
事
業
計
画

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

■
教
育
委
員
会
委
員
山
村
文
子
氏

が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

■
高
森
町
課
設
置
条
例
が
改
正
さ

れ
、
電
算
組
織
の
事
務
を
総
務
課
。

ま
た
、
温
泉
館
の
管
理
運
営
に
関

す
る
事
務
を
企
画
課
の
仕
事
と
し

て
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

■
高
森
町
職
員
の
海
外
出
張
旅
費

は
国
家
公
務
員
の
外
国
旅
費
の
例

に
準
じ
て
任
命
し
た
者
が
町
長
と

協
議
し
て
決
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

■
高
森
町
老
人
家
庭
奉
仕
員
派
遣

事
業
負
担
金
徴
収
基
準
額
の
Ｇ
階

層
の
八
百
八
十
円
が
九
百
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

■
国
の
国
民
健
康
保
険
法
が
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
特
に
助
産

費
が
出
産
育
児

一
時
金
に
改
称
さ

れ
、
金
額
が
二
十
四
万
円
か
ら
三

十
万
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

■
大
字
津
留
、
永
野
地
区
の
部
落

水
道
は
町
が
管
理
す
る
簡
易
水
道

と
な
り
、
使
用
料
金
も
町
が
徴
収

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

特
別
会
計
補
正
予
算

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

七
千
九
百
二
十
七
万
六
千
円
を
補

正
。

■
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

四
百
五
十
六
万
円
を
補
正
。

■
高
森
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付

金
特
別
会
計

六
十
二
万
円
を
減
額
補
正
。

■
高
森
町
誘
致
工
業
用
地
取
得
及

び
用
地
造
成
事
業
特
別
会
計

三
千
百
十
四
万
三
千
円
を
補
正
。

日
高
森
町
鉄
道
経
営
対
策
事
業
基

金
特
別
会
計

八
百
万
四
千
円
を
補
正
。

■
高
森
町
農
業
用
水
供
給
事
業
特

別
会
計

四
百
二
十
二
万

一
千
円
を
補
正
。

議

員

提

出

議

案

■
利
用
し
や
す
い
保
育
所
を
め
ざ

す
保
育
制
度
改
革
を
求
め
る
意
見

書
の
提
出
に
つ
い
て

■
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

堅
持
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出
に

つ
い
て

Ｑ
　
参
政
権
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
　
最
近
の
選
挙
結
果

を
見
ま
す
と
、
各
政
党

の
相
乗
り
に
よ
る
、
無

風
型
選
挙
や
選
挙
の
争

点
が
明
確
で
な
い
と
い

う
要
因
も
あ
る
の
で
し
よ

う
が
、
忙
し
い
か
ら
と

か
、
自
分
の

一
票
で
は

政
治
は
何
も
変
わ
ら
な

い
と
い
う
理
由
で
、
投

票
さ
れ
な
い
方
が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。

は
た
し
て
、
こ
れ
で
良

い
の
で
し
ょ
う
か
？

国
民
の
権
利
で
あ
る

参
政
権
は
戦
後
の
参
政

権
運
動
に
よ

っ
て
、
獲

得
さ
れ
た
も
の
で
す
。

投
票
し
な
い
と
い
う
こ

と
は
こ
の
当
然
の
権
利

を
放
棄
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

特
に
地
方
の
選
挙
は

私
た
ち
に
密
接
に
関
わ

る
大
事
な
選
挙
で
す
。

大
切
な

一
票
で
自
分
の

意
思
を
表
現
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
で
す
。

学
校
法
人
高
森
幼
稚
園
で
は
平

成
七
年
度
の
新
入
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で

「健
康

な
体
と
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
み
、

仲
良
く
遊
べ
る
子
ど
も
を
育
て
る
」

を
目
標
と
し
て
、
地
域
に
開
か
れ

た
幼
稚
園
と
し
て
幼
児
教
育
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
願
書
受
付
　
十

一
月

一
日
か
ら

■
募
集
年
齢
　
　
　
誕
生
日

三
歳
児
　
二
十
名
　
Ｈ３
ψ
～
Ｈ４
単

四
歳
児
　
二
十
名
　
Ｈ２
ψ
～
Ｈ３
曇

五
歳
児
　
十
五
名
　
ｍ
ψ
～
Ｈ２
“

■
月
曜
か
ら
木
曜
ま
で
は
給
食
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

＊
入
園
願
書
と
詳
し
い
こ
と
の
間

い
合
わ
せ
は
お
気
軽
に
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
。
高
森
幼
稚
園
事
務
局

雷
②
０
０
９
４
番

高
森
小
学
校
給
食
室

（共
同
調

理
場
）
か
ら
出
た
廃
油
さ
し
あ
げ

ま
す
。
手
作
り
せ
っ
け
ん
の
作
り

方
の
資
料
も
さ
し
あ
げ
ま
す
。
高

森
小
学
校
調
理
場
ま
で
ど
う
ぞ
。

な
②
ｌ
４
５
２
番

日
　
額

四
千

三
百

二
十
六
円

時
間
額

　

　

五
百
四
十

一
円

こ
の
額
以
下
な
ら
レ
ツ
ド
カ
ー
ド

県
の
最
低
賃
金
が
十
月

一
日
か

ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
最
低
賃
金
額
は
、
産
業
別

最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な
い
す
べ

て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
額
に
は
時
間
外
、
休
日
、
深

夜
労
働
手
当
、
賞
与
、
精
勤
、
皆

勤
、
通
勤
、
家
族
な
ど
の
各
種
手

当
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。

詳
し
い
こ
と
は
、
熊
本
労
働
基

準
局
公

０
９
６

・
３
５
５

。
３
１

８
１
番
ま
で
ど
う
ぞ
。

近
年
国
際
協
力
に
関
す
る
話
題

が
多
く
な

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ

で

「行
政
や
民
間
な
ど
あ
ら
ゆ
る

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
は
何
を
な
す

べ
き
か
」
の
提
案
を
募
集
し
ま
す
。

議
会
議
員
、
市
町
村
長
以
外
な
ら

ど
な
た
で
も
応
募
下
さ
い
。
四
百

字
詰
め
原
稿
用
紙
五
枚
以
内
で
、

住
所
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。

一９
８
６
２
１
７
０
　
県
庁
広
報
課

「県
民
提
案
」
係
ま
で
ど
う
ぞ
。

シ i」 ―ズ 1熊本県選挙管理委員会広報 ちょつとためになる

(3)

□

□ □ □ □

□ □ □

□ □

一
般
会
計
補
正
予
算

灰ば ¬1%短窺観以 ι(′
)ι
′タ

入

園

児

募

集

県

の
最

低
賃
金
が

改
定

さ

れ

ま

し
た

県

民
提
案

募

集

役場の支払 日

―
轟

手

作

り

せ

っ
け

ん

用

の

廃

油

さ

し

あ

げ

ま

す
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野 尻 小 学 校

はり金でほね組を作り、紙ねんどで肉づけする

バスケット 野   球

平成5年度決算報告

9月 の第 3回町議会定例会で平成 5年度の一般会計や特別会計の決算が認定さ
れました。一般会計は、53億 1312万8148円 の収入に対 し、52億1798万 79円 の支出
でした。町では皆さんが納められた税金や、国からの地方交付税などを財源にし
て、地域の活性化や住民福祉の向上を目指して色々な事業をすすめてきました。

5年生

栗焼 洋信 くん

6年生

瀬井 勝政 くん

●  ●

●   ●

災害復旧費
363,893千円

衛生費
175,310千 円

(3.4%)

(7.0%)

千 円

%)

その他

328,858+
(6.2%)

歳出円グラフの「その他」の内訳

(7.6%)

歳 入 円 グ ラ フ の

地 方 譲 与 税

分 担 金 及 び 負 担 金

使 用 料 及 び 手 数 料

諸   収   入

自動車取 得税交付金

財  産  収  入

ゴルフ場利用税交付金

利 子 害」 交 付 金

特別地方消費税交付金

寄   付   金

繰入金

257,376千円

(4.8%)

繰越金

117,699二千
´
円

(2.2%)

教育費
371,698

(7.1

国庫支出金

404,724二千円́
1講評 担任  平 田先生か ら
1  勝政 <んの大 好 きな野球だね。バ ッターの顔や
1 肩の向き、腰 の ひね り、手足の動きが良 <表され
| ていいよ。キ ヤ ツチ ヤーの足のか まえもす ご <い
| いね。勝政 <んが ホ ーム ランを打 った ときのよ う| すかな

|【僕の好きなもの】食べ物はカレーライス、スポー
| ツは野球が大好きです。

木
犀
の
匂
ふ
散
歩
の
道
に
あ
り

遠
き
世
の
城
址

へ
の
道
草
も
み
ぢ

大
花
野

一
望
に
し
て
阿
蘇
久
住

奥
阿
蘇
の
山
田
を
猪
の
出
て
荒
ら
す

猪
垣
も
電
気
を
通
す
世
と
な
り
ぬ

魁
け
て
紅
葉
極
む
る
橋
袂

ふ
る
る
も
の
皆
秋
の
風
天
高
し

見
上
ぐ
れ
ば
僧
な
き
寺
の
柿
熟
る
る

県
境
の
橋
を
渡
れ
ば
里
神
楽

咲
き
満
ち
て
金
木
犀
の
こ
ば
れ
花

俳

句

耳
の
早
さ
　
も
う
幸
せ
な
妻
で
無
ア

す
て
き
ね
え
　
昔
の
あ
あ
た
見
る
如
た
る

の
ん
び
り
と
　
旅
行
鞄
に
つ
め
た
本

す
て
き
ね
え
　
平
和
の
鐘
の
鳴
る
夜
景

の
ん
び
り
と
　
女
難
の
相
も
遠
退
い
て

耳
の
早
さ
　
誰
が
漏
電
し
た
ろ
う
か

ズ
ド
ン
　
出
足
で
記
録
塗
り
替
え
た

す
て
き
ね
え
　
い
つ
来
て
も
良
え
阿
蘇
の
四
季

耳
の
早
さ
　
内
示
祝
う
て
く
だ
は
る
か

の
ん
び
り
と
　
急
ぐ
と
役
所
ら
し
ゆ
無
ア

)肖

商

議

防

工

費

費

費

132.714,120Fヨ

102,944,064円

93,199,492Pヨ

「その他」の内訳
93,164,000F日   1.8%
74,775,116円 1.4%
58,013,410円 1.1%
33,238,860F∃   0.6%
33,232,000F]  0.6%

25,123,539F]  0.5%

16,756,705円 0.3%
13,846,000円  0.2%

253,000円  0.0%
48,000円 0.0%

2.5%
2.0%
1.7%

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

岡
本
　
琴
司

馬
原
　
馬
笑

林
　
　
不
忘

田
上
黙
公
子

野
尻
　
誓
道

草
村
　
鶴
代

阿
南
は
じ
め

草
村
い
と
い

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
つ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
美
穂

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

（阿
蘇
御
神
火
会
）

渡 浦 堀 熊 松 林
辺 塚 田 川 野 田

量]

海
南 蘇 豊 笑 一
天 仙 泉 声 芦

鯰藉 `♯

(13) (4)

「動きをとらえる」

歳

出

歳

入

1,365,385千 円

(26.2%)

総務費

土木費
552,258千円

(10.6%)

610,963千円
(tt.l o/o

農林水産業費
llg,oze*fl
(14.9%)

(12.9%)

民生費
670,589千

(9。7%)
514,941千
町税

5,313,128
千 円

歳入

(11.0%

県支出金
586,518千円

z,rso,zra*El
(+t.oo/o)

地方交付税

千 円

(6.7%
(17.0%)

町債
902,700千 円

肥

後

狂

句

※歳出の公債費

610,963千 円の内

繰り上げ償還103,180千円を含む。

④O◎ O⑤◎④③

壌 予算総額 | |‐■■■■

5,552,260千1円

支出済み総額 執行率 93.98%
5,217,980千‐円

予算総額   ‐
|――|‐

‐‐‐‐・‐‐‐||

5,552,260千 円

収入済み総額 収入率 195170%

5,313,1281F‐‐
P可
‐‐ ‐

平

や 、

野 菜 も 食 べ
卜が 大 好 き

■ 日
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ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

高
森
東
中
　
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
力
校
の
指
定
を

受
け
て
梅
香
苑
を
慰
間

高
森
東
中
学
校
が
本
年
度
か
ら
三
年
間
、
熊
本
県
社
会
福
祉
協
議
会
か

ら
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
協
力
校
の
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
活
動
の

一
つ
と
し
て
、
十
月
十
七
日
の
午
後
か
ら
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
梅
香
苑

へ
演
劇
に
よ
る
慰
問
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
創
作
劇

「明

日
に
架
け
る
橋
」
で
は
、
魔
王
に
奪
い
取
ら
れ
た

「明
日
」
を
王
女
と
七

人
の
仲
間
が
力
を
合
わ

せ
て
取
り
戻
す
と
い
う

お
と
ぎ
話
風
の
作
品
。

八
十
人
の
梅
香
苑
の
お

年
寄
り
を
喜
ば
せ
ま
し

た
。
こ
の
劇
は
台
本
、

振
り
付
け
、
衣
裳
、
照

明
、
ナ
レ
ー
シ
ヨ
ン
、

音
響
な
ど
を
三
年
生
全

員
が
力
を
合
わ
せ
て
作

り
上
げ
、
毎
日
放
課
後

に
劇
の
練
習
に
励
ん
で

き
た
も
の
で
す
。

今
後
も
清
掃
奉
仕
活

動
な
ど
の
環
境
美
化
や

色
々
な
取
り
組
み
も
し

て
い
き
た
い
と
話
し
て

い
ま
し
た
ｃ

交
通
安
全
の
杖
を
贈
呈

九
月
二
十
六
日
に
南
阿
蘇
安
全

運
転
管
理
者
等
協
議
会
の
青
年
部

会

（会
長
吉
良
充
展
氏
）
の
皆
さ

ん
が
、
梅
香
苑
の
皆
さ
ん
に
光
を

反
射
す
る
交
通
安
全
の
た
め
の
杖

を
贈
呈
し
ま
し
た
。

先
月
の
本
誌
で
も
お
知
ら
せ
し

た
と
お
り
、
お
年
寄
り
の
交
通
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。
「高
齢
者
の

事
故
防
止
に
役
立
て
て
も
ら
え
れ

ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。
」
と
吉
良
会

長
は
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
会
は
毎
年
こ
の
取
り
組
み
を

行

っ
て
お
り
、
本
町
以
外
の
南
阿

蘇
に
あ
る
各
老
人
ホ
ー
ム
に
も
贈

呈
し
ま
し
た
。

その他
267,577千 円

(50%)

●  ●

●   ●

「親子で楽しい
料理づくり」

普
　
通
　
会
　
計

性
質
別
経
費
の
状
況

（
一
般
会
計
に
三
つ
の
特
別
会
計
を
含
む
額
）

町
有
財
産
の
状
況

補助費等
332,250千 円

(62%)

高森町食生活改善推進協議会

委 員 馬原 清子  渡邊美喜子 (旭ロ

扶助費
344,399千 円

(6.5%)
積立金
349,785千 円

(6.5%)

災害復旧費
369,026千 円

(6.9%)

私たちの協議会では、人間が生きてい く上で最も大切な食事につ

いて、料理の内容や作 り方はもちろん食生活全般を見直 して、健康
で明るい家庭を作るための色々な取 り組みをしています。

9月 4日 の 日曜日、旭通 「親 と子の料理教室」を行いました。
これは子 どもの心と体の健康づ くりと親子のふれあいを目的 とした

もので、料理づくりの後にスイカ割 りもして楽 しい一日を過ごしま

物件費
382,()95千 円

(7.2%)

「

T~
1 工 地 した。この 日の献立は、かばちゃの

スープ、鳥のササ ミ焼き、フルーツ

ポンチ、巻き寿司でした。

子どもたちは玉ねぎの皮むきに涙

を流 しながらも、楽しそ うに一生懸命に作っていました。子 どもの頃か

ら、食べ物 と健康に関心を持つ ことは大切なことです。各ご家庭でも、

子どもさん と一緒に料理を作 ってみられませんか ?ま た時にはお父 さん

も「ひっぱ り」出してみましょう。きっと楽 しい料理づくりができますよ。

物建

黎       ク

響 二十T率: 薇
11,464,759rlf 59,690o¬

―

」

5

△
=エ匡|コ I

町民税
220,7“千円

(42.9%)

固定資産税
250,387千 円

(48.6%)

税車

円

動

０１４

自

４

軽 産 税

7円

資定

９９

国

た ば こ 税

12,628円
町 民 税

郷辞 7,7習 円

:=',1嶺ハ
ユ|_雀 工

過去 5年間の税収入の推移

―世帯当たりの納税額 (2,515世帯 )

‐4

,982

5

億

　

億

　

億

税収入の項 目別内訳

(単位 :千円)(0.4%)
たばこ税
31,762千‐

円

(62%)

- 2億

-1億

軽 自動車税
10,097[千‐円

(1.9%)
入湯税
1,951千 円

普通建設事業
742,016千 円
(326%)

(tt.5o/o

613,156

千円 (17.6o/o

人件費
940,275千 円

住宅新築資金等

収入
支出

貸付金
収入
支出

765,445,021円
650,770,842円

87円
51円

663,1 45FB
976,771円

51,626,889Fヨ
37,405,102円

И
■
Ｏ
υ

Ｃ
Ｕ

員
υ

ハ
υ

う
０

Ａ
ｖ
０
０

Ａ
ｖ
Ｅ
Ｕ

つ
こ
つ
４

入
出

収
支

Ｑ
υ

つ
４

老 人 保 健

誘致工業用地取得及

鉄道経営対策事業基金

農業用水供給事業

収入
支出

収入
支出

立 木

■二襲,｀ _

,ヽI白:藩
′

_1lLI駐

116,564rli

車 両

笏
‰

基   金

886,801=FFヨ

有価証券・出資金

∠
==7

145,139千 円

(12)
(5)

軍

“

鰈
鰺
ｗ

″.T
饉

lm私はレポ̈ 夕中∂国民健 康保険

簡 易 水 道 合 計

晰
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10月 4日 長陽村民グラウンド

劉 訣

高
森
東
中
学
校
三
年

藤

本

茂

樹

韓
国
に
行

っ
て
ま
ず
驚

い
た
の

は
道
路
の
広
さ
で
す
。
そ
れ
な
の

に
交
通
渋
滞
が
ひ
ど
く
て
、
首
都

ソ
ウ
ル
は
人
口
密
度
が
高
い
と
い

う
こ
と
も
よ
く
分
か
り
ま
し
た
。

僕
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
お
世
話

に
な

っ
た
お
宅
は
、
眼
鏡
屋
さ
ん

で
、
キ
ム

（金
）
さ
ん
と
い
わ
れ
、

ご
主
人
が
日
本
語
を
話
さ
れ
た
の

で
意
志
を
通
じ
合
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
韓
国
の
料
理
は
ほ
と
ん

ど
の
料
理
が
こ
し
ょ
う
辛
か

っ
た

で
す
が
、焼
き
肉
な
ど
お
い
し
か

っ

た
で
す
。
夜
な
ど
に
色
々
と
話
し

を
し
ま
し
た
。
私
の
家
や
学
校
や

家
族
の
事
を
聞
か
れ
た
り
、
僕
も

色
々
と
質
問
を
し
ま
し
た
。

後
で
思

っ
た
の
で
す
が
、
行
く

前
に
あ
い
さ

つ
言
葉
な
ど
簡
単
な

韓
国
語
を
勉
強
し
て
い
け
ば
よ
か
っ

た
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
お
世
話

に
な

っ
た
お
礼
も
き
ち
ん
と
言
え

な
か

っ
た
こ
と
を
中
し
訳
な
く
思

い
ま
し
た
。
本
当
に
キ
ム
さ
ん
ご

一
家
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

帰
る
前
の
日
に
板
門
店
研
修
に

行
き
ま
し
た
。
バ
リ
ケ
ー
ド
な
ど

も
厳
重
に
し
て
あ
り
、
日
本
で
は

見
れ
な
い
光
景
に
緊
張
し
ま
し
た
。

私
た
ち
日
本
人
か
ら
は
想
像
が

つ
か
な
い
悲
し
み
や
苦
し
み
が
あ

る
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、

一
日
も

早
く
こ
の
二
つ
の
国
に
本
当
の
平

和
が
訪
れ
て
欲
し
い
と
願
い
ま
し

た
。今

回
の
研
修
で
は
、
韓
国
の
人

の
明
る
さ
や
心
温
か
さ
、
そ
し
て

積
極
性
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
僕

も
こ
れ
ら
を
見
習

っ
て
、
何
に
で

も
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。

高
森
東
中
学
校
三
年

渡
　
辺
　
友
　
美

四
泊
五
日
の
韓
国
海
外
研
修
を

体
験
し
て
印
象
に
残

っ
て
い
る
の

は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
は
じ
め
、

三
日
間
の
韓
国
の
方
々
と
の
交
流

と
そ
し
て
板
門
店
見
学
で
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
は
皆
さ
ん
が

積
極
的
に
私
た
ち
に
接
し
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
、
言
葉
や
文
化
が

違

っ
て
不
安
い
っ
ぱ
い
だ

っ
た
私

に
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ
と
で
し

た
。
昔
、
日
本
人
は
韓
国
の
人
々

に
対
し
て
悲
さ
ん
な
こ
と
を
犯
し

第
四
回
南
阿
蘇
中
学
生
海
外
研
修
レ
ポ
ー

お
年
寄
り
、
自
ら
が
健
康
に
関

心
を
持
ち
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通

じ
て
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

そ
し
て
生
き
が
い
を
見
い
だ
し
て

い
こ
う
と
、
阿
蘇
南
部
の
６
ケ
町

村
の
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
が
主
催

し
て
毎
年
こ
の
大
会
を
行

っ
て
き

ま
し
た
。

今
年
は
長
陽
村
民
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
約

一
千
人
が
集
ま
り
、
五
十

ｍ

走
や
ボ
ー
リ
ン
グ
の
ピ
ン
立
て
、

輪
投
げ
、
ゲ
ー
ト
通
し
、
紅
自
玉

入
れ
な
ど
八
競
技
に
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

今
後
益
々
高
齢
化
が
進
ん
で
き

ま
す
。
こ
の
問
題
に
対
し
て
は
、

ケ
ア
ー

（介
護
）
シ
ス
テ
ム
と
保

健
、
福
祉
、
医
療
が

一
体
と
な

っ

た
在
宅
ケ
ア
ー
の
充
実
、
寝
た
き

り
老
人
を
な
く
す
取
り
組
み
な
ど

を
行
政
と
し
て
も
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
が
、
や
は
り
自

分
自
身
の
こ
と
と
し
て
、
今
の
内

か
ら

一
人
ひ
と
り
が
真
剣
に
考
え

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
健
康
の
問
題
は
今
の

お
年
寄
り
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、

私
た
ち
み
ん
な
の
問
題
で
す
。
日

頃
か
ら
、
運
動
や
食
生
活
に
関
心

を
持
ち
、
自
分
に
合

っ
た
健
康
法

を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

離
卜 ''｀ ''｀ ・・ ‐

●  ●

●   ●

旭
通
の
馬
場
マ
ツ
子
さ
ん
　
老
人
介
護
者
表
彰
を
受
賞

「友
世
」
こ
れ
か
ら
も

二
人
で
仲
良
く

大
字
高
森
、
旭
通
の
馬
場
マ
ツ
子
さ
ん

（５９
）
が
こ
の
ほ
ど
、
熊
本
県

か
ら
老
人
介
護
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
馬
場
さ
ん
は
、
ご
主
人
の

留
男
さ
ん

（６６
）
が
、
昭
和
四
十
九
年
九
月
に
脳
卒
中
で
仕
事
中
に
倒
れ

ら
れ
て
か
ら
、ず

つ
と
家
庭
で
の
介
護
を
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
「家
族
と

し
て
当
然
の
こ
と
を
し
て
き
た
だ
け
で
す
。
表
彰
し
て
い
た
だ
い
て
恐
縮

し
て
い
ま
す
。
色
々
な
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
や
ご
近
所

の
協
力
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
で
き
た
こ
と
で
す
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

留
男
さ
ん
は
、
お
顔
の
色
艶
も
良
く
、
食
べ
物
は
小
さ
く
す
れ
ば
何
で
も

食
べ
ら
れ
、
ラ
ジ
オ
で
野
球
や
相
撲
を
聞
く
の
が
大
好
き
と
の
こ
と
。
週

一
回
、
主
治
医
の
先
生
の
往
診
を
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、
た
い
へ
ん
健
康

な
生
活
を
お
く
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
番
大
変
と
思
わ
れ
る
入
浴
も
ほ
と
ん
ど

一
人
で
介
護
す
る
と
話
さ
れ
、

床
ず
れ
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
自
作
の
パ
ツ
ト
な
ど
介
護
用
品
も
自
分
で

工
夫
し
た
り
、
本
人
の
意
志
、
考
え
を
も

っ
と
わ
か
る
方
法
が
何
か
な
い

か
と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

忙
し
い
介
護
生
活
の
中
の
合
間
を
み

て
、
ご
主
人
が
眠
ら
れ
た
後
は
、
ミ
ニ

バ
レ
ー
を
し
た
り
、
ま
た
地
域
活
動
に

も
積
極
的
に
協
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
「外

に
出
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
で
き
ま
せ
ん
。

外
に
出
た
と
き
も
、時
間
を
見
て
数
回
、

状
態
を
確
認
に
帰
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
見
守
り
、
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
言

葉

『友
世
』
の
よ
う
に
二
人
で
あ
る
い

て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
韓

国
の
人
た
ち
は
そ
ん
な
こ
と
も
気

に
せ
ず
に
、
温
か
く
親
切
に
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
韓
国

の
遊
び
や
韓
国
語
の
発
音
な
ど
も

教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
親
切
な
も
て
な
し
は
、
私
に

と

っ
て
心
に
残
る
こ
と
で
し
た
。

板
門
店
で
は
軍
の
車
や
監
視
兵

な
ど
を
見
か
け
て
、
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
し

か
知
ら
な
か

っ
た
板
門
店
。
実
際

に
行

つ
て
見
た
こ
と
に
よ

っ
て
、

日
本
が
平
和
で
あ
る
こ
と
も
あ
ら

た
め
て
わ
か
り
ま
し
た
し
、
そ
の

貴
さ
も
感
じ
て
、
板
門
店
研
修
は

有
意
義
な
も
の
で
し
た
。
今
後
の

両
国
の
平
和
を
願
い
ま
す
。

今
回
の
海
外
研
修
を
し
て
良
か
っ

た
こ
と
は
、
韓
国
の
人
々
と
友
達

に
な
れ
た
こ
と
で
す
。
日
本
に
居

る
だ
け
で
は
他
の
国
の
人
と
友
達

に
な
れ
る
チ
ャ
ン
ス
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
研
修
で
得
ら
れ
た
友
情

を
大
切
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
南
阿
蘇
と
扶
余
の
間
に
、

よ
り
い
っ
そ
う
の
交
流
が
深
ま
る

こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

こ
の
広
報
で
は
、
親
し
み

や
す
い
紙
面
づ
く
り
の
た
め

に
、
皆
さ
ん
か
ら
の
作
品
を

募
集
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
奮

っ
て
応
募

く
だ
さ
い
。

「
子
ど
も
」
も

「
お

と
な
」
も
み
ん
な
で

作
る
広
報
た
か
も
り

韓
国
扶
余
か
ら
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
。

時
期
は
十
二
月
二
十
六
日
か

ら
二
十
八
日
の
二
泊
三
日
で
す
。

『みんなのひろ1醍Ю備
1晟 0圏国|を大国鋼

ホームステイ先の人たちとのさみ しい別れ
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国

際

交

流

真
の
交
流
と
理
解
は
実
際
の

体
験
と
心
の
ふ
れ
あ
い
か
ら

「
主
婦
の
目
」
１１‐―

ア
メ
リ
カ
展
望

今
年
の
八
月
に
モ
ン
タ
ナ
州
カ

リ
ス
ペ
ル
市
で
の
海
外
研
修
を
終

え
て
帰
国
し
た
私
た
ち

一
家
で
す

が
、
振
り
返

っ
て
み
る
と
、
た
く

さ
ん
の
方
達
に
支
え
ら
れ
て
の

一

年
間
で
し
た
。
太
平
洋
を
隔
て
た

異
国
の
地
に
あ

っ
て
も
、
皆
様
方

の
色
々
な
面
で
の
お
心
配
り
を
、

身
近
に
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
紙
面

を
お
借
り
し
て
、
あ
ら
た
め
て
厚

く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
て
向
こ
う
で
出
会

っ
た
い
ろ

い
ろ
な
方
々
の
親
切
に
接
し
た
こ

と
で
、
私
の
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る

考
え
方
も
変
わ

つ
た
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。
主
人
と
は
、
別
の
観
点

か
ら
な
が
め
て
見
た
、
私
な
り
の

ア
メ
リ
カ
を
お
伝
え
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。

ま
ず
最
初
は
私
た
ち
の

「恩
人

第

一
号
」
で
あ
る
キ
ャ
ロ
ル

・
デ

リ
ィ
ー
さ
ん
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。
彼
女
は
主
人
が
事
務
所
を

置
い
て
い
た

「経
済
開
発
公
社
」

の
代
表
者
及
び
事
務
局
長
と
い
う

肩
書
を
持
ち
、
私
た
ち

一
家
の
身

元
引
受
人
で
も
あ
り
ま
し
た
。
話

を
し
て
い
る
と
、
時
折
子
ど
も
の

よ
う
な
か
ん
高
い
笑
い
声
を
あ
げ
、

ど

っ
し
り
と
構
え
た
体
格
や
性
格

は
正
に
「肝

っ
玉
母
さ
ん
」
と
い
っ

た
風
の
頼
れ
る
人
な
の
で
す
。

仕
事
に
な
る
と

一
段
と
目
を
光

ら
せ
、
朝
七
時
か
ら
で
も
朝
食
を

食
べ
な
が
ら
の
会
議
や
、
夜
遅
く

ま
で
の
事
業
の
説
明
な
ど
精
力
的

に
動
き
回

つ
て
そ
の
手
際
の
良
さ

に
は
惚
れ
ば
れ
す
る
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
仕
事
人
間

の
キ
ャ
ロ
ル
な
の
で
す
が
、
休
日

の
読
書
と
飼

い
犬
の
世
話
が
唯

一

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
だ
と
言

い
、
仕
事
を
辞
め
た
ら
牧
場
を
手

に
い
れ
て

一
日
中
で
も
馬
を
眺
め

て
暮
ら
し
た
い
と
、
激
務
か
ら
開

放
さ
れ
る
日
を
待
ち
望
ん
で
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
出
身
の
彼
女
は

大
学
で
経
済
学
を
学
び
以
来
三
十
？

年
経
済
畑

一
筋
に
歩
い
て
き
た
人

で
す
。
彼
女
が
高
森
と
関
わ
り
を

持

つ
た
き

っ
か
け
は
、
彼
女
が
モ

ン
タ
ナ
商
務
省
の
役
人
だ

っ
た
こ

と
に
端
を
発
し
ま
す
。

熊
本
県
と
モ
ン
タ
ナ
州
と
の
姉

妹
提
携
を
し
た
折
り
、
彼
女
も
そ

の
推
進
員
の

一
人
で
、
最
初
は
経

済
交
流
面
か
ら
日
本
と
の
関
わ
り

を
持

つ
て
い
た
の
で
す
が
、
日
本

人
の
考
え
方
な
ど
に
し
だ
い
に
興

味
を
持

っ
て
い
っ
た
よ
う
で
す
。

カ
リ
ス
ペ
ル
空
港
で
前
任
者
の

後
藤
正
三
さ
ん
と
久
し
ぶ
り
に
再

会
。　
一
緒
に
出
迎
え
て
く
れ
た
の

が
、
高
森
町
が
モ
ン
タ
ナ
州
と
の

交
流
で
お
世
話
に
な

っ
て
い
る
地

元
の

「経
済
開
発
公
社

（日
本
語

の
直
訳
）
」
代
表
の
キ
ャ
ロ
ル
・
デ

し
か
し
、
個
人
主
義
の
他
人
に

干
渉
し
な
い
と
い
う
表
れ
で
あ
ろ

う
か
、
言
葉
を
交
わ
し
た
後
は
ま

た
元
の
見
知
ら
ぬ
他
人
同
十
で
あ

り
、
何
事
も
無
か

つ
た
よ
う
に
わ

か
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
の
生
活
で
重
要
な

こ
と
は
、
受
け
身
で
は
何
の
情
報

も
集
め
ら
れ
ず
、
誰
も
相
手
に
し

て
く
れ
な
い
し
、
何
の
成
果
も
表

れ
な
い
が
、
何
事
に
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
れ
ば
、
多
方
面
か
ら
誘
い
や

情
報
が
入

っ
た
り
と
、
そ
れ
な
り

の
結
果
が
表
れ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
や
る
気
の
あ
る
人
に
は
魅

力
の
あ
る
国
で
あ
る
が
、
緩
慢
Ｌ

し
た
生
活
を
望
む
人
に
は
そ
れ
な

り
の
楽
し
さ
し
か
味
わ
え
な
い
国

で
あ
ろ
う
。

自
己
紹
介
の
と
き
に

「ケ
イ
ス

ケ
」
の

「ケ
イ

（Ｋ

ｅ
ｉ
）
」
だ
け

を
呼
ん
で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の

だ
が
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
同
じ
に

聞
こ
え
る
　
「
ヘ
イ
ー
　
（Ｈ

ｅ
ｙ
）
」

の
声
に

「ド
キ

ッ
」
と
し
て
辺
り

を
見
回
す
私
が
い
た
。

●

み
ん
な
で
考
え
る

「ま
ち
お
こ
し
」

『
外
　
　
　
　
で
ア
ド
一バ
イ
ス

本
町
で
は
、
豊
か
な
自
然
を
保
護
す
る
取

り
組
み
の

一
つ
と
し
て
、水
の
大
切
さ
を
知

っ

て
も
ら
お
う
と

「水
の
資
料
館
」
の
建
設
に

着
手
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

「水
と
の
ふ
れ
あ

い
環
境
整
備
事
業
」
と
し
て
国
土
庁
か
ら
の

補
助
を
受
け
て
行
う
も
の
で
す
。

建
物
は
高
森
ト
ン
ネ
ル
水
源
の
ト
ン
ネ
ル

入
口
上
の
敷
地
に
木
造
鋼
板
葺
、　
一
部
三
階

建
て
総
床
面
積
百
九
十
八

・
四
四
２ｍ
の
洋
風

建
物
で
す
。
こ
の
施
設
は
、
地
下
水
の
成
り

立
ち
、
町
内
湧
水
地
の
紹
介
な
ど
の
展
示
物

を
展
示
し
た
り
、
水
に
親
し
む
憩
い
の
場
と

し
て
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
施
設
で

す
。
開
館
日
は
あ
ら
た
め
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
皆
様
ど
う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

建設に着工

大字高森・森

後藤 勝子

た
い
と
思

つ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

国
際
交
流
を
も

っ
と
目
に
見
え

る
形
に
し
た
い
と
、
多
少
焦

っ
て

い
た
主
人
に
対
し
て
「少
し
ず

つ
、

し
か
も
確
実
に
や
る
こ
と
。
そ
し

て
長
い
目
で
見
る
事
が
大
事
な
の

よ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ
ま

し
た
。

（以
下
次
号
に
つ
づ
く
）

●

●   ●

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業

国
民
年
金
の
保
険
料
は
二
十
歳
に
な

っ
た
月
か
ら
六
十

歳
に
な
る
前
の
月
ま
で
、
納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

保
険
料
は
平
成
六
年
四
月

一
日
か
ら
、
月
額

一
万

一
千

百
円
の
定
額
と
な

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
第

一
号
被
保
険
者
と
任
意
加
入
保
険
者
は
老
齢

年
金
の
年
金
額
が
高
く
な
る
付
加
保
険
料
（定
額
保
険
料
十

四
百
円
）
と
国
民
年
金
基
金

（定
額
保
険
料
十
国
民
年
金

基
金
の
保
険
料
）
の
二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
の
納
入
方
法
は
、
第

一
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、

町
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
納
め
る
か
、
口
座
振
替
制

度
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
第
二
号
被
保
険
者
と

第
二
号
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
厚
生
年
金
保
険
や
共
済

組
合
の
制
度
か
ら

一
括
し
て
納
め
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

本
人
が
直
接
納
め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

次
に
保
険
料
の
免
除
制
度
に
つ
い
て
は
、
第

一
号
被
保

険
者
で
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
た
り
、
障
害
基
礎
年
金
を

受
け
て
い
る
人
が
保
険
料
を
免
除
さ
れ
る

「法
定
免
除
」

と
所
得
が
な
か
っ
た
り
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
大
変

困
難
な
人
が
、
申
請
し
て
承
認
を
受
け
る

「申
請
免
除
」

と
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の

手
続
き
は
役
場
町
民
福
祉

課
の
国
民
年
金
の
窓
口
で

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

免
除
を
受
け
た
期
間
に

つ
い
て
の
老
齢
年
金
の
額

は
三
分
の

一
に
な
り
ま
す

が
、
「追
納
制
度
」
を
利
用

す
れ
ば
、
十
年
前
ま
で
、

さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

′ノ
、

↑

本町だけでなく、全国の市町村は「まち

おこし」に真剣に取り組んでいます。本町

の中では、農林業、商工業などの各種産業

や観光面などあらゆるところで、町の特色

を活かした高森町の活性化についての検討、

模索が続いてきました。

町ではこれとは別に、農林業、観光業、

会社員、飲食業、商店経営者、サービス業、

町行政など、あらゆる分野から町発展のた

めの方策を自主的に検討することを目的と

した民間組織による地域づくり検討委員会

の実働に向けての取り組みを始めました。

先に行われた検討会では、まず町の不活

性部分や問題点を確認し合い、また町の良

さも出し合ってみようということから始ま

りました。結果は産業、文化、観光、人づ

くりなど多項目にわたるものとなり、様々

な問題点があることも確認されました。

今後は本年度中にあと2回開催され、国

土庁から委託された3人 のアドバイザーの

方から助言、提言を受けながら、この組織

の方向付けが定められていく予定です。

「Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｚ
Ｅ
Ｎ

（改
善
）
」
や
細
川

元
首
相
が
書
い
た

も
の
な
ど
、
英
訳

さ
れ
た
日
本
の
本

も
た
く
さ
ん
持

っ

て
い
た
の
は
驚
き

で
し
た
。
色
々
な

考
え
方
を
探
る
事

で
仕
事
に
役
立
て

高
森
が
た
い
へ
ん
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
キ
ャ
ロ
ル

・

デ
リ
ィ
ー
さ
ん

リ
ィ
ー
さ
ん
で
あ

っ
た
。

挨
拶
を
交
わ
し
簡
単
な

自
己
紹
介
を
し
た
が
、

彼
女
に
は
私
の
名
前
の

「ケ
イ
ス
ケ
」
の
発
音

が
難
し
い
ら
し
く
、
他

の
と
こ
ろ
で
会

っ
た
人

た
ち
も
私
の
名
平印
を
ち
や

ん
と
発
音
し
て
く
れ
る

人
は
い
な
か

っ
た
。

ア
メ
リ
カ
の
生
活
で

一
番
感
じ

た
こ
と
は
、
と
に
か
く
声
を
か
け

て
く
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
初
対
面

で
も
道
で
す
れ
違
う
時
、
買
い
物

の
時
な
ど
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も

誰
に
で
も
日
と
目
が
合
え
ば
言
葉

を
か
け
て
く
れ
る
。
そ
れ
も
、
ず

っ

と
前
か
ら
の
知
り
合
い
だ

っ
た
か

の
よ
う
な
親
し
げ
な
言
葉
で
話
し

か
け
て
く
れ
る
。

日

□
四
傷
ｙ
日

「ご
機
嫌
い
か
が
？
」

馬

原

恵

介

′

“
▼

モ
ン
タ
す
便
り

60才
うすぐ

なった

ハ ′
｀
′
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12月 4日 か ら10日 までの 1週間

子庁て10&4

人権週 固
9月 30日 に高森保育園保護者会が行つた「親と子の交通安全教室」
に県警交通部の「ホヮイ トウィング」婦警白バイ隊が来町 して指導。
子どもたちは交通安全の楽しいゲームや話 しに熱中していました。
最後に「ごほうび」として白バイに乗せてもらって大喜び。

●  ●

●   ●

慰岬麒
晰袢

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
と
は
？

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
制
定

さ
れ
た
農
用
地
利
用
増
進
法
の
名
称
を
改
め
た
も
の
で
、
こ

の
法
律
の
目
的
も
従
来
の
農
用
地
の
利
用
権
設
定
な
ど
の
促

進
か
ら
、
効
率
的
で
安
定
的
な
農
業
経
営
の
育
成
と
、
そ
れ

ら
の
経
営
が
農
業
生
産
の
相
当
部
分
を
担
う
よ
う
な
農
業
構

造
の
確
率
を
め
ざ
す
も
の
へ
と
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定
制
度
と
基
準
に
つ
い
て

町
の
基
本
構
想
に
示
さ
れ
た
農
業
経
営
の
目
標
に
向
か
っ

て
、
農
業
経
営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う
と
す
る
農
業

者
が
、
自
ら
の
農
業
経
営
改
善
計
画
を
作
成
し
、
町
の
認
定

を
受
け
る

（認
定
農
業
者
）
こ
と
に
よ
っ
て
、
農
用
地
の
利

用
集
積
の
促
進
や
税
金

・
金
融

。
研
修
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
支

援
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

こ
の
計
画
を
作
る
に
は
次
の
認
定
基
準
に
合
致
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
（概
略
の
み
記
載
。
詳
細
は
町
農
業
委
員
会
ま

で
）

①
　
計
画
が
町
の
基
本
構
想
に
照
ら
し
て
適
切
で
あ
る
こ
と
。

②
　
計
画
の
達
成
が
確
実
で
あ
る
こ
と
。

③
　
計
画
が
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な
利
用
を
図
る

た
め
に
適
切
で
あ
る
こ
と
。

認
定
農
業
者
に
対
す
る
支
援
措
置
に
つ
い
て

農
業
経
営
改
善
計
画
の
認
定
を
受
け
た
農
業
者
に
対
し
て

は
、
主
な
も
の
と
し
て
次
の
支
援
措
置
が
用
意
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
　
農
業
委
員
会
な
ど
に
よ
る
農
用
地
の
利
用
集
積
の
支
援
。

②
　
税
法
上
の
特
例
　
農
業
用
償
却
資
産
に
つ
い
て
、
普
通

償
却
の
ほ
か
に
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
に
応
じ
て
、
割
増
償

却
が
で
き
ま
す
。

③
　
農
林
漁
業
金
融
公
庫
資
金
等
の
貸
付
の
配
慮
。

④
　
研
修
の
実
施
な
ど
。
経
営
改
善
計
画
の
作
成
指
導
や
経

営
管
理
の
合
理
化
や
農
業
従
事
状
態
の
改
善
を
図
る
た

め
の
研
修
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
農
業
委
員
会
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
に
交
通
安
全
を
教
え
る
に
は
、
　

各
ご
家
庭

で
も
、

一
緒
に
歩
き
な
が
ら
子
ど
も
の
視
点
ま
　
・子
ど
も
さ

も

へ
の
交

（ で
計

箋

趙

一
ォ

一動

か
ら
）

き
安
針

つ ′
ぃ
て ＜
∝
´

子
ど
も
　
　
　
い
。

子

ど
も

の
特
性

を
た

く

理
解

し

子

ど
も

の
祝
点

に
立

っ
て

教

え
ま

し

よ
う

家
庭
教
育
を
さ
れ
て

い
る
事
と
思
い
ま
す
。

「赤
信
号
で
は
道
を

渡
ら
な
い
」
「道
を
横

断
す
る
と
き
は
左
右

を
良
く
見
て
か
ら
」

な
ど
が
基
本
で
、
大

人
は
そ
の
意
味
を
良

く
分
か

っ
て
い
ま
す

が
、
大
人
が
思
う
と

お
り
に
子
ど
も
た
ち

が
理
解
し
て
い
る
か
は
疑
間
で
す
し
、
人
や
車
が
複
雑

に
往
来
す
る
実
際
の
道
路
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
車
の

動
き
や
流
れ
を
き
ち
ん
と
判
断
で
き
て
い
な
い
も
の
と

思
わ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
大
人
に
は
車
が
来
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
も
、

子
ど
も
に
は
見
え
な
い
な
ど
、
子
ど
も
は
大
人
よ
り
も

体
格
、
心
理
、
生
理
、
運
動
機
能
的
に
劣

っ
て
い
る
と

い
う

「子
ど
も
の
特
性
」
を
良
く
理
解
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
子
ど
も

へ
の
交
通

安
全
教
育
の
む
ず
か
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

町
内
の
保
育
園
や
幼
稚
園
、
学
校
で
も
保
護
者
会
の

協
力
に
よ
っ
て
様
々
な
交
通
安
全
教
育
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
各
ご
家
庭
で
も

一
緒
に
歩
き
な
が
ら
、
子
ど
も

の
視
点
ま
で
降
り
て
、
具
体
的
に
教
え
ま
し
よ
う
。

一
九
四
八
年
十
二
月
十
日
に
国
際
連
合
で

「世
界

人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
て
、
十
二

月
十
日
が

「人
権
デ
ー
」
と
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
合
わ
せ
て
十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の

一
週

間
は
人
権
週
間
で
す
。
私
た
ち
は
こ
の
機
会
に
あ
ら

た
め
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
権
に
つ
い
て
の
問
題
を
、

自
分
自
身
の
こ
と
と
、
と
ら
え
な
が
ら
家
族
や
職
場
、

地
域
な
ど
で
、
真
剣
に
取
り
組
み
、　
一
日
も
早
い
解

決
を
図

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

▼
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

▼
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い

人
権
意
識
を
育
て
よ
う

▼
部
落
差
別
を
な
＜
そ
う

▼
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

▼
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を

実
現
し
よ
う
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まず、悩んでいる子どもの心に触れる

子どもにとって、学校、友人、学習など

は、 日常生活の中で、最も大きなウエー ト

を占めています。それ′を、 どんなに形にし

ろ “放棄"した り、投げや りな態度に出る

というのでは、親として

黙って見ているわけには

いきません。

しかし、 だからといっ

て、成績はか りにとらわ

れ′て、「勉強 しなさい」の

一点張 りではわが子の心

に触れることはできませ

近頃子どもの様子が何とな くヘ

ンです。元気がな く、日の輝き

が見られません。遅刻をしたり、

学習意欲も衰えて、成績 も急に

落ちました。いったいどうした

ら、いいので しょうか ?

子 どもが学校生活に不適応感をもつ背景

には、先生になじめない、部活動、友達関

係、大きい子 どもの場合の失恋、非行グルー

プのつき合い、親子関係の不満、両親の不

和など、子 どもがやる気

を失 う原因はいろいろあ

ります。 しか し中学生以

上になると、 なかなか言

いたがりません。
「実は…」 と子 どもが悩

みを打ち明けてくれるか

どうかは、 /1ヽ さレヽときか

ん。ましてや 「クラブ活動をやめなさい」

とか「塾にいきなさい」「テ レビは禁止」な

どと、一方的 “外掘''を 埋めるような言葉

は子どもの反発を招 くだけです。「勉強に身

が入らない。成績が落ちた。まずいなあ」

そ う思いながらも突破「
Iが みつからずに

思い悩んでいるとい うのが、子 どもの心理

状態なのです。そこヘダメ押 しするかのよ

うに 「勉強 しなさい |」 では、気分的にも

落ち込んでしまうばか りです。こんな時こ

そ親や家族の冷静な判断・対処が望まれま

す。

らの心のふれあいによる、健全な親子関係

によると言えるでしょう。また、たとえ子

どもが何も話 してくれなくても、 日常の親

子関係が うまくいっていれば、親や家族は、

何 らかの形でその原因が分かるはずです。

もう一度やる気をおこさせるにはどうし

たら良いか ?あせ りは禁物です。子どもと

の心のふれあいを大切にしながら、ゆとり

をもって接することです。「 しなさい |」

では子 どもは益々萎縮するでしょう。
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